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めり青年劇場

【出演】

島野仲代

中川為久朗

福原美佳

秋山亜紀子

高山康宏

矢野貴大

林田悠佑

池田咲子

[贅  術]乗峯雅寛

[照  明1河崎浩

[音響効果]石井隆

[衣  義]宮岡増枝

[舞台監督]新庄広樹

[演出助手]清原達之

[宣伝美締]増田絵里
(Design Port)

[製  作]自木匡子

佐藤尚子
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家にも学校にも居場所を見つけられない高校生の富斗。ある日、彼の前に風変わ

りな一人の青年が現れ、彼に話しかける。「なんじとん?」

夏休み、宮斗は母の勧めでおばあちゃんが暮らす父の故郷伊勢へ向かう。その車

中で再び青年に話しかけられる。自分も故郷の伊勢に行くという彼は自分の名前

を「浩三」と名乗る。久しぶりに再会するおばあちゃん、伊勢で出会つた温かい家

族、そして浩三との出会いの中で、宮斗の心は少しずつほぐれ、変わつていく…。
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●生きたくても生きられ

層11量より   なかつた、けれども自
分に正直にいきいきと

生きた竹内浩三に出会うことができまし

た。現代の私は、私達は彼のように生き

られているだろうか。問いかけられてい

たと思います。人と人との不思議な縁。

結びつき。そして富斗君とお母さん、先

生、おばあちゃんとの対話。浩三との会

話がとても臨場感を持つてこちらに迫つ

てきました。父の祖先の墓参りに行きた

いと思いました。(30代女性)

●竹内浩三の詩集は読んでいました。今回

の芝居は浩三自身よりも宮斗の生き方

の中で生きている浩三でした。戦のない

社会で自らの命を絶つ子ども達が年々

増えている現代の中で、中高生や先生に

観て欲しい作品です。

大西弘記=作

関根信~=演出
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大西弘記 (お おにしひろき)二重県伊勢市出身。2006年 、自らの作品を上演する為にTOKYOハンバーグ
を立ち上げる。社会問題を取り扱いながら、その優しい感性で注目を集める。「最後に歩く道」で2015年 サン
モールスタジオ選定賞にて最優秀演出賞を、「東京2012～ のぞまれずさずかれずあるもの～」で2020年 第
32回 テアトロ新人戯曲賞をそれぞれ受賞。グランツ企画「正直、私は立派な軍国少年でした。」脚本など外部
への書下ろし,演出も数多くこなす。

関根信一 (せ きねしんいち)東京都葛飾区出身。1992年、劇団フライングステージを旗揚げ。緻密で繊細、
確かな演出力に定評がある。1991年「ぼくのおじさん」で神奈川戯曲賞佳作入選。アート企画陽だまリ ドラ
マ・リーディング「空の村号」(作 =篠原久美子)、 劇団うりんこ「わたしとわたし、ぼくとばく」(作・演出)等、数多く
演出を手がける。
青年劇場では本作品以降「つながりのレシピ」「囲まれた文珠さん」(作 =福山啓子)を演出。 漁ゝ型rf上方

i,」警 〒160‐ 0022東京都新宿区新宿2-9‐ 20間川ビル4F

隧り1青年劇場 TEL 03(3352)6990 FAX 03(3352)9418

矢野貴大 林田悠佑 池田咲子
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島野仲代 中川為久朗   福原美佳 秋山亜紀子   高山康宏

旭川市民劇場10月例会 2022年/第329回

10月12日●榎6:30
13日燿淳1:30
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竹内浩三
(た けうちこうぞう)

1921(大 正10)年 二重県宇治山田

市 (現伊勢市)生まれ。1942年 日本
大学卒業とともに入営し、1945年 4

月9日フィリピン・ルソン島バギオ北方
にて戦死 (厳 密には生死不明)。

数多くの詩や漫画が残されてお

り、このチラシにイ吏用している
カットもその一部。

(藤 原書店提供 )
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入 会 金 2,OOO円

,没 2,500円

メぎ■生11,OOO円

会 費 (月 )

中高生  500円

会員になると

年6回の演劇を

鑑賞できます。

詳しくは旭川

市民劇場まで。

会 場 /旭 川1市 公 会 堂 匡 ll躍配
分 旭川市民劇場 旭川市3条通8丁目 緑橋ビル1号館2F TEL0166‐ 23・1655
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入 会 の ご 案 内

〈12月例会〉前進座

会 場 / 市公会堂

出演/

柳生啓介

浜名美貴

ほか
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